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研究成果の概要（和文）：昨今、標準化の対象は広がり、企業間で共有する「標準」の重要度が増している。それに伴
い、複数企業のコンセンサスによる標準化活動も増加している。こうした背景を踏まえ、制度論の知見を用いながら、
本研究では標準の支配性と競争優位構築に関して事例研究を行った。その結果、コンセンサス標準を推進する既存有力
企業は、新興国企業を巻き込んでビジネスエコシステムを構築することで、標準の支配性を確立し、競争優位を構築す
るメカニズムが示された。標準化戦略への対応が、日本企業や日本の標準化政策への鍵となることが本研究から導かれ
る。
研究成果の概要（英文）：In recent years, the importance of the standard is increasing. Because the 
subject of standardization is broad in scope and the standard is also shared among companies. Along with 
this, standardization activity with multiple companies thorough consensus is also increasing. Based on 
this background, this study carried out case studies to clarify the mechanism of establishing the 
dominance of standard and building a competitive advantage, while using the knowledge of the 
institutional theory. As a result, this study shows the mechanism that existing companies leading such a 
consensus standardization process build competitive advantage by forming the business eco-system, 
involving emerging companies to establish a dominance of standard. From this study, it is derived that 
corresponding to the standardization strategy is a key for Japanese companies and standardization policy 
of Japan.
研究分野：経営学
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１．研究開始当初の背景 
標準化の対象は、近年、モノにとどまら
ず、インターフェース、アーキテクチャ、
プロセスレベル、あるいは社会基盤レベル
にまで拡大している。それに伴い、複数企
業のコンセンサスによる標準化プロセス
（以下、「コンセンサス標準」と呼ぶ。新宅・
江藤, 2008; 徳田・立本・小川, 2011）が注
目を集めている。 
 コンセンサス標準の形成プロセスには、
立場の異なるプレーヤーが多数参加する。
こうしたコンセンサス（合意）に基づく標
準形成は、標準を推進する一部のプレーヤ
ーの間でのコンセンサスに過ぎないにもか
かわらず、コンセンサス標準がグローバル
な支配性を獲得する場合がある。また、コ
ンセンサス標準を推進した一部の企業が競
争優位を構築している現象が見られる。本
研究はこうした現象の背後にあるメカニズ
ムを明らかにすることを出発点としている。 
標準が支配性を獲得するメカニズムに関
して、既存研究では市場プロセスによって
決定されるもの（デファクト型）、権威ある
ISO、IEC 等の国際機関によって決定され
るもの（デジュール型）という分類がなさ
れてきた。しかし、山田（2008）などが指
摘するように、両者は両立しうる補完的な
関係にあり、現実にもそれらが相まって標
準の支配性を獲得しているものと思われる。
したがって、これにコンセンサス型という
類型も加えれば、3 つのタイプの標準の支
配性を説明する統合的な理論モデルを構築
する必要があると考える。こうした理論モ
デルが構築されれば、我が国は欧州の後塵
を拝することが多い「標準化」という現象
をよりよく捉えられることができ、企業レ
ベルでの標準化戦略、政府レベルでの標準
化政策に貢献できる可能性が高いと考えら
れる。 
 また、支配的な標準を推進するとなぜ競
争優位に結びつくのか、という点は実務的
にも示唆に富む課題である。標準化を推進
することには、本質的にどのような意味が
あり、それがなぜ推進者の競争優位に結び
つくのか、という点を深掘りすることで、
ビジネスモデルと合わせた明確な標準化戦
略を構築することが日本企業のグローバル
競争にとって不可欠であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、「ある標準はなぜ支配性
を確立するのか」を明らかにすることにあ
る。本研究では、「標準＝制度」とみなすこ
とで、「制度論（institutional theory; e.g., 
Scott, 2008）」の視点から、標準の支配性
を説明するモデルの構築を目指すことにあ
る。制度論の概念を用いることで、既存研
究では個別に議論されてきたデファクト型、
デジュール型、コンセンサス型をつなぐモ
デルの確立が期待できる。 
さらに、標準の支配性と競争優位の関係
についても明らかにしていく。コンセンサ
ス標準の推進者は、自社に有利な標準をつ
くることが知られる一方で（糸久・安本、
2011）、立場の違いによって、標準から利
益、不利益を被る行為者が存在することも
想定される。果たして標準を推進すること
は、競争優位の獲得にどのような意味があ
るのだろうか。技術の複雑化および市場の
グローバル化という状況において、標準化
の本質的な意味を明らかにしていく。 
 
３．研究の方法 
上記の理論モデルをもとに、標準の支配
性と競争優位に関して、主に自動車産業の
標準化の事例を対象に実態調査を行う。具
体的には、これまでの研究（車載ソフトウ
ェアの標準「AUTOSAR」の事例）で分析
した内容をさらに掘り下げて、a)欧州レベ
ルのコンセンサス形成メカニズムの解明、
b)支配的となった標準の事例分析、c)各行
為者の標準の遵守理由、および WTO／
TBT 協定の実効性に関する実態調査、d)
標準の推進者、監視者、フリーライダーに
焦点を当てた戦略行動の解明を試みる。標
準の支配性の分析と、競争優位の関係を結
びつけて考え、欧州の標準化政策に対抗す
るための日本の標準化政策に関する示唆を
導く。 
 
４．研究成果 
（１）理論的な成果 
 標準の支配性と競争優位の関係について
も明らかにしていくために、本研究では、
コンセンサス標準にかかわるプレーヤーと
して、1）標準化をリードする既存有力企
業，2）標準化をリードしない既存有力企
業，3）新興企業という 3 つのポジション
を想定した。さらに、標準化が各区分の企
業の競争力に影響を与えるメカニズムに関
して，制度論の知見を援用しつつ整理を行
った。既存研究では、制度と行為者という
二者間関係を想定しているのに対し（加藤, 
2011）、本研究の理論モデルでは、制度と
複数の背景を有した行為者という多者間関
係を想定している点で、理論的拡張が行わ
れており、ここに理論的な貢献が見出せる。 
 制度論の視点からコンセンサス標準を捉
えた場合，コンセンサス標準とは「企業グ
ループ自らが考案する競争に関する自発的
なルール」と解釈できることが明らかとな
った。これは「制度とは，社会のゲームの
ルールであり，より公式に定義するならば，
それは，人間が自らの相互作用を成り立た
せるために考案した制約である。」と定義し
たノースの発想に近い。標準化を戦略的に
用いるならば，自分たちに有利な標準を外
部化し，いかに支配的な標準を形成するの
かが重要なポイントとなる。これについて
も、ノースが「制度は，あるいは少なくと
もフォーマルなルールは，新しいルールを
考案する交渉力をもつ人々の利益に役立つ
ようにつくられている」（North,1990）と
述べていることから、コンセンサス標準に
おいても同様の状況を想定することができ
ることがわかった。 
 
（２）実務的な成果 
 本研究では、標準化が各企業の競争力に
影響を与えるメカニズムを明らかにするた
めに、事例研究をおこなった。例えば、欧
州のコンセンサス標準コンソーシアムのプ
レーヤー分析、工作機械産業における CNC
の事例分析、移動体通信産業の事例分析、
あるいは自動車車載ソフトウェアの事例分
析、中小企業と標準に関する事例などを行
った。これらの複数の事例を分析した結果、
次のようなことが明らかとなった。 
 第一に、理論モデル構築のためにもうけ
た企業の３つのポジションについて、いく
つかの実務的な知見が得られるとともに、
標準の支配性獲得に関するメカニズムが明
らかとなった。1)既存有力企業は標準化を
リードすると、競争優位につながるという
示唆を得ることができた。なぜなら、標準
の導入に際して，先行者優位と相対的に低
いスイッチングコストというメリットを享
受できるからである。一方で、標準化活動
に参与していても，積極的に 2)標準化をリ
ードしなかった既存有力企業は，標準の導
入に際して多大なスイッチングコストがか
かってしまう。そのため、競争優位を失う
可能性が示唆された。一方，3)新興企業に
とって、標準はパッケージ化された知識で
あり、技術キャッチアップの観点から積極
的に導入したいという意図を有す。1）標
準をリードする既存有力企業にとっては標
準を受け入れやすい 3）新興企業はむしろ
歓迎すべき存在である。1）標準をリード
した既存有力企業と 3）新興企業の間では
WIN-WINの関係が成立し，標準を中心と
したエコシステムが形成されていた。1）
標準をリードする既存有力企業は，こうし
たフリーライダーを取り込むことで，標準
の支配性が確立され、結果的に 2）標準を
リードしない既存有力企業に対して競争優
位を得るメカニズムが示された。 
 第二に、上記の発見を通して、企業戦略
の観点から標準形成をする意義が３つ明ら
かになった。①まず、標準をベースとして、
ビジネスエコシステムに対する支配力を保
有することがあげられる。ベースとなる基
本特許（SEP；Standard Essential Patent）
は 、 Fair, Reasonable & 
Non-Discriminatory にライセンスする旨
の宣言を行う必要がある（FRAND 宣言）
が、SEPを握ることで標準化推進企業がこ
うした支配力を行使できる可能性がある。
②次に、標準と連動した独占領域を作るこ
とで、自社に利益がもたらされるビジネス
モデルを構築できる。これは、「オープン・
クローズ戦略」とも呼ばれる考え方で、大
企業だけではなく、中小企業にもあてはま
ることが明らかとなった。③最後に、先行
者優位を得られることがあげられる。すな
わち標準化を推進することは、実装面で先
んずることをいみする。これは、他社より
も早く標準を搭載した製品・サービスを生
み出せるだけではなく、IT ツールの開発、
基準認証なども押さえることで、広範囲な
ビジネスを「面」として展開することがで
きることを意味する。 
 近年、IoT（Internet of Things、モノの
インターネット）の進展により、ありとあ
らゆるモノとモノ、モノやサービスがつな
がろうとしている。業界や国の枠を超えて
多様なものがつながる世界では、企業間で
共有する「標準」が益々重要になっている。
また同時に、自社の競争優位という観点か
らは巧みに標準化戦略を考えなければなら
ないことが明らかとなった。標準化戦略へ
の対応が、日本企業、日本の標準化政策へ
の鍵となることが示されたと言える。 
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